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＜連絡事項＞

· 6月16日より西病棟に配属となりました岡本　鮎さんの病棟業務指導と谷川　幸子さんのローテーション研修は担当スタッフを決めています。１人にしないでスタッフが必ずついて指導計画書に沿って説明するようにしましょう。毎日16時から振り返りの時間をもち本日の振り返りと質問事項に答えるようにしていきましょう。

· スタッフオフィス内ではなく患者様のベッドサイドに行き患者様と関わるようにしていきましょう。

· アルコール依存症治療プログラム・ゼロの会では東病棟の患者様は東病棟のスタッフが誘導することに決めていましたので今後、誘導が遅れるようであれば電話をして確認していきましょう。

· 小林　理恵様の末血１が凝固していたため6月25日（月）のリーダーは田名部先生に採血の指示受けをお願いします。（Drファイルに検査箋を入れています）

＜患者様連絡事項＞

寺地　利代子様～鼻汁・鼻閉継続しておりPL（非ピリン系感冒剤）　3P　2日分処方となっています。風邪症状の観察を行って行きましょう。

　　　　　　　スタッフ付き添いでの買い物（日用品の購入）に関しては御家族へスタッフが電話していますが繋がらず、本日準夜で本人様が20円を借りて親戚の田端様に電話をして弟様へ外出の依頼の電話をしています。20時20分に弟様より電話あり「どうして本人に電話をさせるのか」と口調強く話しています。「若い頃からみてきている。色々な病院を繰り返し入院している。この病気は治りません。あいつは人間のカス・ゴミだ」と一方的に話してきています。外出の件について伝えると「そちらで臨機応変にやって下さい。こちらでは面倒はみれませんから」と話し準夜では6/29外出時に１万円持って行きたい事・スタッフ付き添い料については説明できていません。「主治医の判断で退院させてもいいが絶対に入院しないという保証をして下さい」等一方的に話しています。

→PSWにも情報提供していきましょう。
　6/29（金）外出時1万円持って行きたい事再度、電話連絡していきましょう。

・畑中　徹様～6月23日（土）9時～24日（日）17時まで外泊訓練が許可となっていま　　　　　　　　す。外泊時の１日の過ごし方を確認していきましょう。

　　　　　　顔面に湿疹あり6月12日アンホリル軟膏が処方となっていましたが湿疹増悪傾向であるため6月25日（月）のリーダーは田名部先生に報告し皮膚科診察の確認をお願いします。
・種本　福松様～黒飴・ビスケット・バナナ3～4本を本人様より希望あり娘様に電話していますが準夜帯でも繋がらなかったため娘様へ再度電話連絡をお願いします。

（186をつけて電話して下さい）　

· 畑中　成夫様～野沢Ｄｒより褥瘡部の瘢痕についての治療希望するのであればと治療　　　　　　　可能な病院の一覧を渡され、電話で市民病院形成外科の小坂先生を紹介　　　　　　　するように指示があり田名部先生に情報提供しています。主治医より外　　　　　　　出が可となるまで保留していただくように説明し本人了解されていま　　　　　　　す。

　　　　　　　　→皮膚科についたスタッフは野沢Ｄｒへ情報提供お願いします。
· 石切　久様～準夜で本人より「保護者の兄の住所が変わった」と話しています。

　　　　　　　→PSWに情報提供しましょう。来週の水曜日に面会予定のため面会についたスタッフは兄様の住所・電話番号を確認しPSWにも情報提供して下さい。
・駒木　洋士様～AZ点眼薬がなくなったため処方となっています。服薬カート下のシンラ　　　　　　　ックが入っているところに入れています。

　　　　　　　本日、歯科診察で抜歯しておりヨウフェナック（解熱鎮痛消炎剤）（25）3日分処方となっています。

＜田名部Ｄｒ診察報告＞

· 田端　テル様～ここ2日ほど朝起床時から身体の重苦しさがあり気分面も含めてだるさ　　　　　　　が生じている様子みられます。また口調の強さがみられることあります。　　　　　　　午前のプログラムは不調訴え（「頭が苦しい」と話す）途中退席してい　　　　　　　ます。診察し精神症状的な被刺激性亢進・意欲の低下にて

　　　　　　　ドグマチール（50）（抗精神病薬）2T　2×朝・夕食後　3日分臨時処方となっています。腰痛ありアスモロール処方となっています。

· 小林　理恵様～夜間の睡眠については熟眠感がないと話されています。倦怠感もあると　　　　　　　話しています。薬について「私はマイナートランキライザーは前から合　　　　　　　わないと感じていた」「アモキサンみたいな三環系うつ薬は喉が渇くん　　　　　　　です」等やや多訴的です。抗うつと過食を抑えるため本人希望もあり

　　　　　　　　ジェイゾロフト（精神神経用剤）（25）1T　1×就床前　4日分処方となっています。口渇の訴えありアモキサンは来週の火曜日から抜いていく予定です。口角炎ありアフタゾロン処方となっています。

＜レク評価検討＞

· しっぽとりでは全員参加することできていました。

· 俳句作りでは少人数で行なっていますが実施できています。

· 連想ゲームでは西川　和恵様が「オリンピック」に対して「コマネチ」と答えており発言多く聞かれています。

· 巨大トランプでは患者様同士声掛けし協力しながら進めています。

· プログラムでバドミントンではラケット・はねや卓球ではピンポン玉が破損しており委員会で確認する予定です。

· 患者様よりプログラム内容が決まってきていると意見あり。ダイエット体操等取り入れてはと希望があります。

＜猪股Ｄｒ診察報告＞

· 蛯名　勝幸様～気分の高揚の兆しあり「ヤクザをまとめていた。社長だった」と誇大的　　　　　　　な発言聞かれていたことを情報提供しています。

　　　　　　　　診察時、多弁に話され他科受診の際、話の内容から母様に「それはおかしいべ」と指摘されカッとなったがそれ以上話しても無駄だと思い話す事を辞めたと母様への不満を話しています。

　　　　　　　　6月25日（月）の日赤病院受診については主治医よ・り気分の高揚さあり症状悪化の懸念あり中止の指示あり。また母様へ外出中止の説明をする際は発熱等体調不良と説明し精神病症状の再燃の兆しについては現時点で伝えないことと指示あり連絡している。本人に説明すると「その方がいい。間をおいた方がいいのは分かっているんだ」と話している。

· 駒木　洋士様～この1週間位「疲れやすい。物忘れがする」と話している。血圧低値（1　　　　　　00～90/60㎜Hg）で眩暈ありますが主治医より様子観察の指示があります。　　　　　　プログラム時等ふらつきに注意しましょう。

· 大橋　照子様～被毒妄想あり「ご飯が苦いが食べています」と話されています。食事摂　　　　　　取時の様子を観察していきましょう。

＜アルコール依存症治療プログラム評価・検討＞

・村松　茂治様～現在、アルコール依存症治療プログラム第Ⅱ期の内観を実施しています。時間まで取り組むことはできていますが内容では酒のため迷惑をかけたという記載はありません。ゼロの会では他患者様が「断酒しない」と話した事に対して「俺は断酒するよ」と話しています。プログラムの中でアルコール依存症の方は平均54歳で亡くなっているという説明に「もっと生きたい」と話しています。今後は単身生活となり再飲酒の可能性があります。余暇の過ごし方を第Ⅲ期で話し合っていく予定です。

現在、治療目的を理解し、緊急時や外泊訓練以外は外出・泊は出来ないことを理解し対応していきましょう。

・畑中　徹様～前回の入院から約４ヶ月で再入院されています。「父からも勘当されるかもしれない」と話し断酒意志はあると話しています。断酒会は合わないと話しています。7月29日に退院予定です。第Ⅲ期の再スタートミーティングや飲酒に誘われた場合の対処方法等ロールプレイを実施予定です。東病棟の女性患者様と交流ありゼロの会では断酒しないと話した女性患者様を庇う発言聞かれています。前回退院時は実家では断酒していましたが宮城県の自宅では家庭内の悩み等がきっかけで再飲酒しており奥様も交えた家族勉強会を検討中です。

